
 学び続ける組織を育む校内研修の在り方 

～授業改善を通した「自主・向上性」と「同僚・協働性」の両立を目指して～ 

                   新潟市立白新中学校 教諭 田村友教 

現在 ,「日本型学校教育」や「GIGA スクール構想」等 ,学校教育改革はスピード感をもっ

て進んでいる（文部科学省中央教育審議会,2021）。個々の学校には ,このような変化に柔軟

に対応しながら ,子どもたちの資質・能力を確実に育成する組織力が求められている。学校

の組織力を高めるためには ,教師の個の学びと集団の学びを高めていく必要がある。そこで

重要な役割を果たすのが「校内研修」であると捉えている。校内研修は ,教師一人一人の自

律的な学びだけでなく ,教師集団としての学びに働きかけることができるからである。  

河村（2017）は,高い教育成果に結びついている教員組織として次の 2 点を示している。 

教育実践の向上をめざして,教員個々の自主的に学び続ける意欲と行動の高さ 

（自主・向上性） 

学校全体の教育活動に対して,組織的に取り組めるような同僚性と協働性についての

意識と行動の高さ（同僚・協働性）               （河村,2017）  

また,自主・向上性と同僚・協働性を両立し,高め続けていることが「組織としての学習を

続けている」状態とし,理想の組織の姿であると述べている。しかしながら,この両者を両

立させることはとてもハードルが高いと指摘している。  

教員個人の自律性を尊重しようとする「自主・向上性」の確立と,みんなで足並みそろ

えてやっていこうという「同僚・協働性」の確立とは,相反するベクトルである。 

 それぞれを独立的に取り組んでも,壁にぶつかり,共に高まっていかないからである。 

                                 （河村,2017） 

河村(2017)の指摘は,筆者の校内研修の実践の中で悩み続けてきたことである。この問

題意識を踏まえ,本研究は「自主・向上性」と「同僚・協働性」を両立させる校内研修を実

践し,「学び続ける組織に向かう校内研修の在り方」を提案することを目的とした。  

研究１年目は「自主・向上性（個）」と「同僚・協働性（集団）」をつなぐ工夫を講じつ

つ,「自主・向上性（個）」を重視した校内研修に取り組んだ。教員組織所属意識尺度（河

村 2017）の５月と 12 月の結果を比較したところ,「自主・向上性」に成果が見られた。一

方で,教育ビジョンに対する「同僚・協働性」に課題が見えた。研究２年目は,「自主・向

上性（個の学び）」をベースにしながら,「自主・向上性」と「同僚・協働性」の両立する

校内研修に取り組んでいく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


